
 

 

 

 

・オンライン申請可能なサイン証明：衛生証明／自由販売証明／翻訳証明／その他サイン証明(見本サイン証明) 

 
・サイン証明とは：申請者が任意に作成した私文書（入力した内容）に記載されている署名（表示されている署
名）が、商工会議所に登録されている署名と同一であることを証明することにより、その書類が署名者によって
正式に発行されたものである、ということを間接的に証明するものです。「その他サイン証明（見本サイン証明）」
を除き、オンラインシステム上の規定フォーマットを使用していても、「申請者が任意で作成した私文書」に対す
るサイン証明（書類発行者は申請者）となります。 

 

・「その他サイン証明」（見本サイン証明）とは：「Certificate of Signature」のタイトルで発給され、予め用意さ
れた署名入りの貴社私文書とセットにして使用（取引先へ提出）するものです。窓口申請における「サイン証明
様式３」は単体で使用しますが、オンライン申請ではシステム上に添付された「特定の文書」に限定し使用しま
す。「Certificate of Signature」の発給者は商工会議所となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生証明書サンプル        自由販売証明書サンプル        翻訳証明サンプル 

 

                   ※証明書のタイトルは固定です（変更できません）。衛生証明、 

自由販売証明、翻訳証明以外の私文書へのサイン証明は、 

「その他サイン証明」若しくは窓口申請をご利用ください。 

 

                   ※証明書の記載項目は固定です。項目の修正・追加はできません。 

 

                   ※証明書の記載項目が多い場合、複数ページとなります。 

                    その場合、サイン・証明書印は最終ページに記載されます。 

 

                    

 

 

 

    その他サイン証明 

サイン証明 
  - ユーザーID、サブ ID での手続き 

対象  オンライン発給 

 東京商工会議所 Ver.20250630 



 

発給申請メニューの「サイン証明」を押す。 

 

証明種別「衛生証明」を選択。 

 

・「証明書記載日付」（未来日不可） 

・「仕向国」 を入力 

・証明手数料「クレジットカード／クーポン」を 

選択。 

 

※各日付欄はカレンダーマークをクリックして 

日付を選択することもできます。 

 

※原産地証明書を申請している場合、「インボイス 

番号から検索」でデータ転記が可能です。 

 

任意項目について記載がない場合は、 

証明書に記載されません。（title も表示されません） 

 

役職名については、署名届にて登録している場合、 

下記のいずれかをご選択ください。 

①登録役職名と一致の記載 

②記載しない 

※役職名の登録がない場合は、自由記載可。 

 

サイン証明本文は、フォーマット文面を表示して 

おりますので、そのまま使用されることを推奨 

いたします。 

3 行・250 文字以内での編集も可能ですが、 

自社で製造してないのに自社で製造したと記載して 

ある等、矛盾が生じる内容は認証できません。 

また、外国産品なのに日本の食品衛生法に準拠し 

ていると記載してある場合等には照会いたします。 

 

 

記載項目の追加はできません。 

本フォーマットで対応できない場合は、 

私文書を作成のうえ「その他サイン証明」（別添用） 

をご申請ください。 

 

 

「保存」後、必ず証明書イメージを確認の上、 

ご申請ください。 

※証明書イメージ確認後、「修正」⇒「発給申請」を押すと申請完了です。 

 

 

 

⇒ 「日本の食品衛生法の規制に準拠して製造されたこと」を証明する申請者の私文書に対して、 

当該書類に記載された署名が商工会議所に登録された署名と同一であることを証明するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）衛生証明（Health Certificate） 



 

発給申請メニューの「サイン証明」を押す。 

 

証明種別「自由販売証明」を選択。 

 

 

「証明書記載日付」（未来日不可） 

「仕向国」 を入力 

※証明手数料「クレジットカード／クーポン」 

を選択。 

※各日付欄はカレンダーマークをクリックして 

日付を選択することもできます。 

 

 

 

商品名欄は最大 10 行記載可能で、文字数が 

多い場合フォントが縮小されます。 

 

役職名については、登録がある場合は、下記の 

いずれかをご選択ください。 

①登録役職名と一致の記載 

②記載しない 

※役職名の登録がない場合は、自由記載可。 

 

本文にはフォーマット文面を表示しておりますのでそのまま使用されることを推奨します。 

3 行・250 文字以内で編集可能ですが、自社で製造してないのに自社で製造したと記載している等、 

矛盾が生じる内容は認証できません。 

また、外国産品なのに日本の食品衛生法に準拠していると記載している場合等には照会いたします。 

 

※記載項目の追加はできません。本フォーマットで対応できない場合は、 

私文書を作成のうえ「その他サイン証明」で申請するか、従来の窓口申請をご利用ください。 

 

 

「保存」後、必ず証明書イメージを確認の上、 

ご申請ください。 

 

 

 

 

 

 

証明書イメージ確認後、「修正」⇒「発給申請」を押すと申請完了です。 

 

 

 

 

  ⇒ 「日本の諸規則に基づいて製造し、自由に販売していること」を証明する申請者の私文書に対し、 

当該書類に記載された署名が商工会議所に登録された署名と同一であることを証明するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）自由販売証明（Certificate of Free Sales） 

 



 

発給申請メニューの「サイン証明」を押す。 

 

証明種別「翻訳証明」を選択。 

 

 

「証明書記載日付」（未来日不可） 

「仕向国」 を入力 

※証明手数料「クレジットカード／クーポン」 

を選択。 

※各日付欄はカレンダーマークをクリックして 

日付を選択することもできます。 

 

 

「役職名」については、登録がある場合は、下記 

のいずれかをご選択ください。 

①登録役職名と一致の記載 

②記載しない 

※役職名の登録がない場合は、自由記載可。 

 

「翻訳元言語」は、日本語／その他が選択可能 

です。 

「翻訳後言語」は、英語のみの選択となります。 

※英語以外への翻訳（仏語／西語）の場合は、 

窓口申請をご利用ください。 

「添付書類の詳細情報」へは、添付書類のタイト 

ルを記載してください。 

例）EXPORT CERTIFICATE OF ●●● 

 

 

典拠書類（PDF）をアップロードしてください。 

１． 翻訳元（必ず手元の原本をカラーでスキャン 

した PDF データを添付してください） 

２．翻訳後（英語） 

 

※典拠書類は、商工会議所での審査のみに使用し 

ます。添付は、リファレンスサイトにはアップ 

されません。 

 

 

「保存」後、必ず証明書イメージを確認の上、 

ご申請ください。 

※証明書イメージ確認後、「修正」⇒「発給申請」を押すと申請完了です。 

 

 

 

  ⇒ 「日本語等の原本を英語に翻訳したものが正しく翻訳されているということを宣誓した：翻訳に関する

申請者宣誓書」に対して、当該書類に記載された署名が商工会議所に登録された署名と同一であること

を証明するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）翻訳証明：翻訳に関する申請者宣誓書（DECLARATION） 

 



 

発給申請メニューの「サイン証明」を押す。 

 

証明種別「その他サイン証明」を選択。 

 

 

 

「仕向国」 を入力 

※申請日の入力はできません。 

※証明手数料「クレジットカード／クーポン」 

を選択。 

 

 

役職名については、登録がある場合は、下記の 

いずれかをご選択ください。 

①登録役職名と一致の記載 

②記載しない 

※役職名の登録がない場合は、自由記載可。 

 

 

 

 

その他サイン証明を添付する予定の書類で 

『申請する署名者の登録された署名が入った状態』 

の自社作成書類を PDF で添付してください。 

 

※添付いただきました書類は、 

商工会議所での審査のみに使用します。リファレンスサイトには表示されません。リファレンスシステム画面内で

は「The attached documents, if there are any, cannot be displayed on this Reference System.」と案内してお

ります。 

 

※添付書類が下記項目等に該当する場合、ご申請をお断りさせていただきます。 

官公庁、地方自治体等が発行した公文書／商工会議所の名前が記載されている文書 

 公序良俗に反する文書／内容が首尾一貫しない文書 

 

 

 

 

 

 

「保存」後、必ず証明書イメージを確認の上、 

ご申請ください。 

※証明書イメージ確認後、「修正」⇒「発給申請」を押すと申請完了です。 

※承認され、ダウンロード/印刷した後は、システム上に添付した文書の原本とともにご利用ください。 

 

 

 

⇒市区町村で発行する印鑑証明書のような役割を果たす書類です。 
⇒署名が記載された書類に直接認証印をスタンプするのではなく、システムから発行される証明書

「Certificate of Signature」を、作成済の私文書へ添付して使用します。 
   ※本書類は、商工会議所が発行する書類となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）その他サイン証明 

 


